
例年、夏季休業中に２年生が校外実習を行っています。実際に現場での仕事を体験することは、今後の進路を考え

ていく貴重な経験となります。「お客様」のために多くの人が関わり、料理や食事を作り上げていく現場で学ぶことが多く

ありました。これからの学校での授業でもこの経験を生かし将来の目標達成に繋げていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生にとっては、いつもの教わる立場から教える側の立場に立つことで普段とは違った経験ができました。小学生の

皆さんも料理の楽しさや、自分たちが作ったものをみんなで食べることで 
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「生徒の感想」 

・実習先の方々は、動きが早く自分が次にやるべきことが分かっているからすごかったです。しかも、それは決められているこ

とではなく自分の判断で優先順位を決めていて自分もあんな風になりたいと思いました。とても疲れたけど貴重な体験ができ、

不思議な感覚でした。 

・とにかく辛かったです。体も心もヘトヘトで、自分の現場での使えなさにショックを受ける４日間でした。でも、その何倍も達成

感があり、いっぱい学ぶことができました。本当に良い経験でした。普段の学校の実習で何度も言われていることが現場では

すごく重要になっていました。切り方や大きさを揃えることは全てのお客様に同じもの、量を提供することに繋がると感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

文化祭 

八丁味噌料理対決（１年） 

大量調理（一般向け）（３年） 

岡崎市技術家庭科展 

中学生体験入学 


